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│
│
内
山
完
造
宛
魯
迅
書
簡
お
よ
び
鹿
地
亘
自
宅
宛
書
簡
を
軸
に
し
て
│
│

呂

慧

君

は

じ

め

に

二
〇
二
三
年
四
月
二
日
か
ら
九
日
ま
で
の
間
、「
魯
迅
重
要
文
献
展
」
が
上
海
内
山
書
店
旧
址
に
あ
る
「
１
９
２
７
・
魯
迅
与
内
山
紀

念
書
局
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
今
回
公
開
さ
れ
た
資
料
は
鹿
地
亘
が
二
十
世
紀
三
十
年
代
に
大
分
県
の
両
親
に
送
っ
た
書
簡
お
よ
び

写
真
で
あ
る
。
鹿
地
の
自
宅
宛
書
簡
は
全
部
六
通
で
、
短
い
葉
書
も
あ
る
が
、
二
枚
に
及
ぶ
長
い
手
紙
も
あ
る
。
鹿
地
の
本
名
は
瀬
口
貢

で
、
書
簡
の
宛
先
は
「
大
分
県
西
国
東
郡
三
浦
村
（
字
）
堅
来
」
に
居
る
父
親
の
瀬
口
真
喜
郎
と
母
親
の
春
子
で
あ
る
。
送
り
先
は
鹿
地

夫
妻
の
上
海
居
住
地
で
あ
る
「
上
海
竇
楽
安
路
燕
山
別
墅
３
５
号
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
従
来
の
学
界
で
は
そ
の
住
所
を
「
３
４
号
」

と
間
違
え
た
こ
と
を
是
正
し
た
。
手
紙
は
一
九
三
六
年
五
月
九
日
か
ら
一
九
三
七
年
四
月
二
十
二
日
ま
で
、
つ
ま
り
鹿
地
が
初
め
て
上
海

に
行
き
、
魯
迅
と
知
り
合
っ
て
四
か
月
過
ご
し
た
時
か
ら
魯
迅
が
逝
去
し
た
後
、
鹿
地
夫
婦
が
上
海
に
残
っ
て
い
た
ま
で
の
時
期
で
あ

る
。
そ
の
中
、
一
九
三
六
年
十
月
二
十
二
日
の
手
紙
に
、
魯
迅
が
内
山
完
造
に
送
っ
た
自
筆
の
書
簡
も
同
封
さ
れ
て
い
る
。

本
論
に
お
い
て
、
以
上
の
書
簡
を
解
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
鹿
地
亘
等
の
文
人
が
魯
迅
と
の
関
係
を
事
実
検
証
と
文
学
思
想
の
両
面
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か
ら
掘
り
下
げ
、『
大
魯
迅
全
集
』
の
成
立
に
至
る
ま
で
の
事
情
を
解
明
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

一

内
山
完
造
宛
魯
迅
書
簡

鹿
地
亘
の
一
連
の
書
簡
か
ら
、
ま
ず
注
目
す
べ
き
も
の
は
、
一
九
三
六
年
十
月
二
十
二
日
の
手
紙
に
同
封
さ
れ
た
、
魯
迅
が
内
山
完
造

に
送
っ
た
自
筆
の
書
簡
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
は
従
来
の
あ
ら
ゆ
る
魯
迅
の
全
集
や
手
稿
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
、
新
た
に
発
見
さ
れ

た
魯
迅
の
書
簡
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
以
下
の
よ
う
に
引
用
す
る
。

老
版：「

写
真
之
類
」
ハ
割
合
に
訳
シ
ニ
ク
イ
文
章
デ
ス
ガ
、
シ
カ
モ
ヨ
ク
訳
サ
レ
テ
居
マ
ス
。
無
論
誤
訳
モ
處
々
ニ
ア
ル
ケ
レ
ド
モ
。
鹿
地
亘
様
ニ
ミ

セ
タ
ラ
イ
カ
ガ
デ
ス
カ
？
同
文
ヲ
訳
ス
ル
ト
キ
ニ
（
若
シ
鹿
地
亘
様
モ
訳
ス
ナ
ラ
）
参
考
ニ
モ
ナ
ル
ダ
ラ
ウ
カ
ラ
。

Ｌ
拜

八
月
廿
八
日

従
来
の
魯
迅
の
手
稿
か
ら
、
魯
迅
が
日
文
を
書
く
際
、
カ
タ
カ
タ
と
漢
字
を
混
ぜ
て
使
用
す
る
習
慣
が
見
え
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、

筆
跡
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
書
簡
に
あ
る
内
山
完
造
に
対
す
る
「
老
版
」（
あ
る
い
は
「
老
板
」）
と
い
う
中
国
式
の
呼
び
方
と
「
Ｌ
拜
」
と
い

う
署
名
も
従
来
の
手
稿
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
手
紙
に
は
、
年
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
鹿
地
亘
が
一
九
三
六
年
一
月
に
上
海
に
逃

亡
し
、
二
月
に
内
山
完
造
の
紹
介
で
魯
迅
と
知
り
合
っ
た
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
が
、
同
封
の
鹿
地
の
手
紙
の
末
尾
に
「
魯
迅
の
、
私

に
つ
い
て
、『
内
山
』
氏
に
当
て
た
手
紙
、
一
つ
お
く
り
ま
す
」
と
い
う
一
言
が
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
一
九
三
六
年
の
書
簡

に
間
違
い
な
い
と
判
断
で
き
る
。
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魯
迅
が
「
写
真
之
類
」
と
い
う
訳
文
を
読
ん
だ
後
、
す
ぐ
内
山
完
造
経
由
で
、
鹿
地
亘
に
渡
す
の
を
頼
ん
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
魯
迅

が
左
翼
青
年
で
あ
る
鹿
地
に
対
す
る
配
慮
と
信
頼
が
見
え
る
。
こ
の
書
簡
は
以
上
の
よ
う
な
情
報
を
提
供
し
た
ほ
か
、
い
く
ら
か
の
疑
問

も
も
た
ら
し
て
き
た
。
ま
ず
、「
写
真
之
類
」
は
魯
迅
の
ど
の
作
品
な
の
か
、
そ
の
作
品
は
ど
の
訳
者
に
よ
っ
て
ど
の
雑
誌
に
翻
訳
さ
れ

た
の
か
。
次
に
、
も
し
訳
文
が
存
在
す
る
場
合
、
魯
迅
が
言
っ
た
「
誤
訳
」
は
い
く
ら
あ
る
の
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
に
間
違
っ
た
の

か
。
最
後
、
鹿
地
は
同
文
を
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。
翻
訳
さ
れ
た
場
合
、
前
の
訳
文
と
比
べ
て
、
両
者
の
翻
訳
ス
タ
イ
ル
に
異

同
が
あ
る
の
か
。
以
上
の
謎
が
解
け
た
ら
、
魯
迅
生
前
の
作
品
が
日
本
に
お
け
る
翻
訳
の
空
白
を
埋
め
る
ほ
か
、
二
人
の
訳
者
が
魯
迅
と

の
文
学
関
係
研
究
を
広
げ
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
。
鹿
地
は
改
造
社
版
『
大
魯
迅
全
集
』
の
訳
者
な
の
で
、『
大
魯
迅
全
集
』
の
成
立
に

も
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

二

書
簡
内
容
の
検
証
│
│
小
田
嶽
夫
と
魯
迅

手
紙
よ
り
前
の
時
期
に
あ
る
日
本
の
雑
誌
を
調
査
し
た
ら
、「
写
真
之
類
」
と
い
う
作
品
は
、
一
九
三
六
年
八
月
に
『
文
筆
』
と
い
う

雑
誌
に
載
せ
た
「
写
真
の
類
」
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
魯
迅
の
「
論
照
相
之
類
」
が
日
本
に
お
け
る
初
め
て
の
紹
介
で
あ

る
。
こ
れ
を
糸
口
に
日
本
に
現
存
す
る
十
九
冊
の
『
文
筆
』
を
確
認
し
た
結
果
、
ほ
か
に
も
魯
迅
の
作
品
が
見
つ
か
っ
た
。

①
「
写
真
の
類
」（
小
田
嶽
夫
訳
、『
文
筆
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
三
六
年
八
月
）

②
「
小
雑
感
」（
小
田
嶽
夫
訳
、『
文
筆
』
第
一
巻
第
二
号
、
一
九
三
六
年
九
月
）

③
「
文
人
無
文
」（
小
田
嶽
夫
訳
、『
文
筆
』
第
一
巻
第
三
号
、
一
九
三
六
年
十
月
）

以
上
の
三
篇
は
そ
れ
ぞ
れ
魯
迅
の
「
論
照
相
之
類
」⑴
、「
小
雑
感
」⑵
及
び
「
文
人
無
文
」⑶
の
訳
作
で
、
み
な
芥
川
賞
作
家
小
田
嶽
夫
に

よ
る
日
本
初
の
翻
訳
・
紹
介
で
あ
る
。
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小
田
嶽
夫
は
『
魯
迅
伝
』（
一
九
四
一
年
）
に
よ
っ
て
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
実
は
魯
迅
と
一
回
面
会
し
た
こ
と
も
な
い
。
彼
は
一
九
二

四
年
か
ら
一
九
二
八
年
ま
で
杭
州
日
本
領
事
館
で
外
務
省
書
記
生
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
後
、
い
っ
た
ん
日
本
に
戻
り
、
一
九
三
七
年
三
月

に
ま
た
上
海
に
一
か
月
ぐ
ら
い
旅
行
し
た
経
験
が
あ
る
。
彼
は
鹿
地
夫
婦
の
紹
介
で
許
広
平
女
史
を
訪
ね
、
胡
風
、
簫
軍
、
簫
紅
な
ど
の

作
家
と
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
魯
迅
と
の
面
会
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
が
、
小
田
嶽
夫
は
早
く
も
一
九
三
六
年
か
ら
魯
迅
の
作
品
翻
訳
に

力
を
入
れ
、
鹿
地
亘
と
『
大
魯
迅
全
集
』
第
七
巻
を
共
訳
し
、
日
本
の
雑
誌
に
お
い
て
も
魯
迅
を
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

小
田
嶽
夫
は
一
九
三
六
年
四
月
の
「
魯
迅
と
翻
訳
」
に
、
魯
迅
作
品
の
日
本
語
訳
と
し
て
、
当
時
に
は
主
に
井
上
紅
梅
訳
改
造
社
版

『
魯
迅
全
集
』、
佐
藤
春
夫
、
増
田
渉
共
訳
岩
波
文
庫
版
『
魯
迅
選
集
』、
増
田
渉
訳
サ
イ
レ
ン
社
版
『
中
国
小
説
史
』
が
あ
り
、「
他
に
随

筆
選
集
が
拙
訳
で
近
々
砂
子
屋
書
房
か
ら
出
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
」⑷
と
述
べ
て
い
る
。『
文
筆
』
一
九
三
六
年
九
月
号
の
「
後
記
」
に

も
、
来
月
は
「
小
田
嶽
夫
氏
訳
『
魯
迅
随
筆
』
が
出
る
」
と
記
し
て
い
る
が
、
十
月
号
の
「
後
記
」
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い

る
。

小
田
嶽
夫
氏
は
芥
川
賞
に
よ
つ
て
有
名
で
あ
り
、
従
つ
て
「
魯
迅
随
筆
」
も
早
く
上
梓
す
べ
き
で
あ
る
の
を
遅
延
し
、
砂
子
屋
書
房
は
あ
ま
り
に

マ

マ

商
売
気
が
無
さ
す
ぎ
る
と
の
非
難
を
受
け
て
ゐ
る
。
尤
な
も
非
難
ゆ
ゑ
せ
い
ぜ
い
急
ぐ
こ
と
に
し
ま
せ
う
。

訳
者
本
人
に
し
て
も
、
出
版
社
の
ほ
う
に
し
て
も
、
発
行
予
定
の
『
魯
迅
随
筆
』
を
相
当
重
視
し
て
い
た
と
見
え
る
が
、
残
念
な
こ
と

に
、
こ
の
本
に
関
す
る
情
報
は
今
だ
に
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
小
田
嶽
夫
は
魯
迅
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、
上
海
内
山
書
店
へ
手
紙
を
送

っ
た
こ
と
も
あ
る
。
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僕
は
魯
迅
氏
と
は
面
接
も
な
く
、
最
近
ほ
ん
の
ち
よ
つ
と
し
た
交
渉
が
あ
つ
た
だ
け
で
あ
る
。
と
い
ふ
の
は
近
々
僕
が
同
氏
の
エ
ツ
セ
イ
訳
集
の

小
冊
を
某
書
肆
か
ら
上
梓
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
、
そ
の
こ
と
に
つ
き
諒
解
を
求
め
る
手
紙
を
送
つ
た
。
ア
ド
レ
ス
が
分
ら
な
い
の
で
、
上

海
の
内
山
書
店
気
付
に
し
て
送
つ
た
の
だ
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
内
山
書
店
主
内
山
完
造
氏
か
ら
手
紙
が
来
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
さ
つ
そ
く
手
紙
は

魯
迅
先
生
に
届
け
た
が
、
先
生
は
病
気
で
寝
て
ゐ
ら
れ
、
代
つ
て
返
事
を
出
す
や
う
に
頼
ま
れ
た
が
エ
ツ
セ
イ
訳
集
の
上
梓
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て

は
彼
是
言
ふ
気
は
な
い
が
、
や
は
り
近
々
日
本
の
某
書
肆
か
ら
同
系
の
も
の
が
出
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
て
、
そ
の
訳
稿
を
一
々
自
分
が
校
訂
し
て
ゐ

る
や
う
な
関
係
も
あ
り
、
諒
解
と
い
ふ
点
に
な
る
と
貴
意
に
副
ひ
兼
ね
る
と
い
ふ
先
生
の
御
気
持
だ
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
僕
の
方
と
し
て
は
も
う
出
版
を
中
止
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
状
態
に
立
ち
至
つ
て
ゐ
る
の
で
、
重
ね
て
手
紙
を
出
す
つ
も
り
に
し
て
ゐ

乍
ら
の
び
の
び
に
な
つ
て
ゐ
た
と
こ
ろ
へ
突
然
の
こ
の
訃
報
で
あ
つ
た
。⑸

内
山
完
造
が
伝
え
た
「
同
系
の
も
の
」
は
出
版
計
画
中
の
改
造
社
版
『
魯
迅
雑
感
選
集
』
で
あ
ろ
う
。
魯
迅
が
小
田
嶽
夫
に
対
す
る
唯

一
の
記
載
は
、
一
九
三
六
年
九
月
十
五
日
の
日
記
に
あ
る
「
得
小
田
岳
夫
信
（
小
田
嶽
夫
の
書
信
を
得
）」⑹
と
い
う
一
言
で
あ
る
。
小
田
の

追
憶
は
、
こ
の
手
紙
の
内
容
も
提
示
し
て
く
れ
た
。

小
田
嶽
夫
が
上
述
の
三
篇
を
翻
訳
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
以
下
の
引
用
か
ら
少
し
窺
え
る
。
小
田
は
「
魯
迅
│
│
主
と
し
て
そ
の
諷
刺

性
に
つ
い
て
」
で
、「
重
々
し
く
暗
い
」、「
憂
愁
的
」、「
痛
烈
」、「
深
刻
」
な
ど
の
言
葉
を
用
い
て
魯
迅
の
雑
文
に
あ
る
諷
刺
性
を
形
容

し
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

若
も
彼
の
諷
刺
の
対
象
が
単
に
自
国
の
為
政
者
若
く
は
権
力
者
だ
け
に
限
ら
れ
て
ゐ
て
済
ん
だ
な
ら
、
彼
は
今
よ
り
は
る
か
に
明
る
い
面
貌
で
僕

等
に
映
つ
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。
だ
が
彼
の
場
合
そ
の
対
象
は
、
彼
と
類
を
同
じ
く
す
る
知
識
階
級
、
文
人
に
及
び
、
一
般
支
那
民
衆
に
ま
で
拡
ま
つ

て
ゐ
る
。
つ
ま
り
、
全
同
胞
、
支
那
的
な
も
の
一
切
が
、
彼
に
は
諷
刺
の
対
象
物
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
彼
自
身
は
何

人
で
あ
る
か
、
ま
さ
し
く
一
個
の
支
那
人
で
あ
る
。
こ
こ
に
彼
の
諷
刺
の
特
殊
性
が
ひ
そ
む
。⑺
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小
田
嶽
夫
が
翻
訳
さ
れ
た
三
篇
の
作
品
は
皆
社
会
現
実
に
対
す
る
強
い
諷
刺
の
意
味
を
持
つ
文
章
で
あ
る
。
特
に
魯
迅
は
「
論
照
相
之

類
」
に
お
い
て
、
当
時
中
国
の
民
衆
の
持
つ
封
建
的
か
つ
保
守
的
な
思
想
、
そ
し
て
あ
る
種
の
病
的
な
心
理
、
変
わ
っ
た
芸
術
審
美
、
権

力
崇
拝
な
ど
の
社
会
問
題
に
対
し
て
、
痛
烈
に
諷
刺
し
た
の
で
あ
る
。
小
田
の
認
識
は
、
彼
が
上
述
の
作
品
を
翻
訳
す
る
理
由
を
解
明
す

る
に
は
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
。

ま
た
、
掲
載
媒
体
の
『
文
筆
』
と
い
う
文
学
雑
誌
で
あ
る
が
、
こ
の
雑
誌
は
日
中
両
国
に
お
い
て
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
り
な
が
ら
、
雑
誌
の
編
集
者
と
出
版
元
に
し
て
も
、
登
載
作
品
の
質
に
し
て
も
、
日
本
近
代
文
学
研
究
、
日
中
比
較
文
学
な
ど
の

分
野
に
お
い
て
看
過
で
き
な
い
雑
誌
だ
と
言
え
よ
う
。

雑
誌
の
編
集
長
で
あ
る
山
崎
剛
平
は
和
歌
詩
人
、
出
版
人
で
あ
り
、
二
十
世
紀
二
十
年
代
か
ら
多
数
の
文
芸
雑
誌
を
相
次
い
で
出
版

し
、
一
九
三
五
年
に
『
文
筆
』
の
出
版
元
で
も
あ
る
砂
子
屋
書
房
を
創
立
し
た
。
砂
子
屋
書
房
は
文
学
作
品
集
を
大
量
に
出
版
し
、
例
え

ば
、
太
宰
治
の
『
晩
年
』（
一
九
三
六
年
）、
尾
崎
一
雄
の
『
暢
氣
眼
鏡：

尾
崎
一
雄
第
一
小
説
集
』（
一
九
三
七
年
）、
伊
藤
整
の
『
芸
術
の

思
想
』（
一
九
三
八
年
）、
小
田
嶽
夫
の
『
泥
河
』（
一
九
四
〇
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
『
泥
河
』
に
は
小
田
の
「
漂
泊
の
魯

迅
」
も
収
録
さ
れ
る
。
砂
子
屋
書
房
は
す
で
に
八
十
年
余
り
の
歴
史
を
保
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
依
然
と
し
て
出
版
業
界
で
活
躍
し
、
和

歌
や
詩
集
を
主
と
し
て
、
小
説
と
文
芸
評
論
集
も
発
行
し
て
い
る
。
特
に
格
調
の
あ
る
装
丁
と
大
胆
な
表
紙
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
、
好
評

を
博
し
て
い
る
。

『
文
筆
』
の
前
身
は
山
崎
剛
平
が
編
集
を
担
当
す
る
『
文
芸
雑
誌
』
で
あ
る
。
一
九
三
六
年
一
月
か
ら
五
月
ま
で
発
行
し
、
そ
の
後
廃

刊
し
、
八
月
に
『
文
筆
』
が
発
行
さ
れ
た
。
今
確
認
で
き
る
範
囲
の
現
物
か
ら
判
断
で
き
る
の
は
、『
文
筆
』
は
少
な
く
と
も
一
九
四
一

年
六
月
ま
で
続
い
た
。

山
崎
剛
平
は
「
後
記
」
に
「
月
刊
雑
誌
『
文
筆
』
を
創
刊
い
た
し
ま
し
た
。
真
面
目
に
文
筆
に
た
づ
さ
は
る
人
た
ち
の
作
品
の
発
表
機
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関
と
し
た
く
、
誌
名
も
そ
こ
か
ら
思
ひ
つ
き
ま
し
た
。
同
時
に
一
方
で
は
当
書
房
の
月
報
を
も
兼
ね
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」
と
記
述
し
た

後
、『
文
筆
』
が
『
文
芸
雑
誌
』
の
代
わ
り
に
同
人
が
文
学
に
対
す
る
理
想
を
実
現
し
て
ほ
し
い
と
表
明
し
て
い
る
。

『
文
筆
』
は
毎
号
特
定
の
テ
ー
マ
を
設
け
、
近
々
砂
子
屋
書
房
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
る
新
書
を
紹
介
す
る
。
創
刊
号
に
は
「
写
真
の
類
」

以
外
、
太
宰
治
の
「『
晩
年
』
自
賛
」
と
中
村
地
平
、
山
岸
外
史
が
短
編
集
『
晩
年
』
に
対
す
る
推
薦
文
な
ど
が
登
載
し
て
い
る
。
そ
の

う
え
、
掲
載
の
作
品
は
小
説
・
評
論
・
随
筆
以
外
に
、
和
歌
と
外
国
文
学
の
翻
訳
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。
魯
迅
の
作
品
の
連
続
紹
介
の
み
な

ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
作
家
ネ
ー
ル
・
ド
フ
の
「
飢
ゑ
と
貧
困
の
日
日
」
等
の
翻
訳
も
、
日
本
で
初
め
て
の
紹
介
に
な
っ
て
い
る
。「
か
か
る

珠
玉
の
如
き
小
篇
が
個
々
読
切
り
で
連
続
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
読
書
子
の
幸
福
で
あ
る
。
奥
村
氏
の
名
訳
と
共
に
本
誌
の
自
慢
と
す
る
と

こ
ろ
。
御
期
待
を
乞
ふ
」
と
「
後
記
」
に
語
ら
れ
て
い
る
⑻
。

三

小
田
嶽
夫
の
誤
訳
と
鹿
地
亘
の
訳
文

一
方
、
鹿
地
亘
も
同
じ
作
品
を
翻
訳
し
た
事
実
は
『
大
魯
迅
全
集
』
か
ら
確
認
で
き
る
。
魯
迅
が
手
紙
を
書
い
た
時
、
改
造
社
が
『
魯

迅
雑
感
選
集
』
の
出
版
を
計
画
し
て
い
た
。
そ
の
前
に
、
瞿
秋
白
編
集
の
『
魯
迅
雑
感
選
集
』⑼
が
存
在
し
、「
論
照
相
之
類
」
が
そ
の
中

に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
魯
迅
は
改
造
社
版
の
選
集
が
中
国
語
版
の
撰
篇
を
参
照
す
る
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
か
ら
、「
若
シ
鹿
地
亘
様

モ
訳
ス
ナ
ラ
」、
参
考
に
な
れ
る
と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
に
、
魯
迅
の
急
な
逝
去
に

よ
っ
て
、
改
造
社
は
選
集
の
出
版
計
画
を
い
っ
そ
世
界
初
の
『
大
魯
迅
全
集
』
に
変
え
た
。
後
に
は
詳
し
く
紹
介
す
る
が
、
鹿
地
は
第
二

巻
か
ら
第
五
巻
、
そ
し
て
、
第
七
巻
の
翻
訳
を
担
当
し
た
。「
論
照
相
之
類
」
は
「
写
真
な
ど
を
論
ず
」
と
題
さ
れ
、
第
三
巻
に
収
録
さ

れ
て
い
る
。
小
田
嶽
夫
の
訳
文
と
対
照
し
た
ら
、
魯
迅
の
言
っ
た
「
誤
訳
」
の
箇
所
が
見
つ
か
る
ほ
か
、
両
者
の
異
同
も
明
ら
か
に
見
え

た
。

改
造
社
版
『
大
魯
迅
全
集
』
の
成
立

七
五



「
論
照
相
之
類
」
を
も
と
に
、
鹿
地
亘
の
訳
文
と

比
較
し
、
小
田
嶽
夫
の
訳
文
は
「
ヨ
ク
訳
サ
レ
テ
居

マ
ス
」
が
、
や
は
り
間
違
っ
て
訳
す
る
所
、
或
い
は

抜
け
て
い
る
所
が
十
四
箇
所
見
つ
か
っ
た
が
、
以
下

の
表
に
ま
と
め
る
。

ま
ず
、
表
１
か
ら
、
言
葉
の
面
に
お
け
る
小
田
嶽

夫
の
誤
訳
が
分
か
る
。
例
え
ば
、
中
国
語
の
「
用

意
」
と
い
う
言
葉
は
意
図
、
狙
い
な
ど
の
意
味
で
あ

る
が
、
小
田
は
そ
の
ま
ま
訳
し
た
が
、
実
は
日
本
語

の
意
味
と
異
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
小
田
は
「
然

而
只
要
一
看
那
些
継
起
的
模
仿
者
们
的
擬
天
女
照

相
」
と
い
う
一
文
に
あ
る
逆
接
を
表
す
言
葉
「
然

而
」
を
、
並
列
関
係
の
接
続
詞
「
そ
し
て
」
に
翻
訳

す
る
箇
所
も
、
鹿
地
亘
ほ
ど
中
国
語
を
完
全
に
理
解

し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
、
翻
訳
の
方
略
を
見
る
と
、
小
田
嶽
夫
は
「
異
質
化
」
の
方
法
を
取
っ
た
の
に
対
し
て
、
鹿
地
亘
は
完
全
に
「
受
容
化
」
に
属
す

る
⑽
。
す
な
わ
ち
、
小
田
は
中
国
語
の
漢
字
を
そ
の
ま
ま
保
留
す
る
傾
向
が
多
く
、
鹿
地
は
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
日
本
の
語
彙
、
日
本
人

が
理
解
し
や
す
い
言
葉
に
翻
訳
す
る
特
徴
が
あ
る
。
例
え
ば
、
鹿
地
は
「
洋
鬼
子
」、「
鲫
魚
」、「
鉄
線
」、「
麻
姑
」
の
よ
う
な
専
門
用
語

表
１

誤
訳
対
照
一
覧
表

魯
迅

小
田
嶽
夫

鹿
地
亘

小
康

小
楽

世
間
並
み
に
暮
ら
し
て
ゐ
る

徒
令

従
に

徒
に

用
意

用
意

目
的

左
中
堂

在
中
堂

左
中
堂

帽
架

帽
子

帽
子
掛
け

花
盆

花
瓶

植
木
鉢

看
穿

衝
い
た

見
抜
い
た

永
久

遅
い

生
命
は
長
い

然
而

そ
し
て

然
し

框
子
里
的
照
片

写
真

額
縁
の
中
の
写
真

因
為
像
腰
斬

や
う
だ

然
而
名
士
風
流
又
何
代
蔑
有

し
か
も

死
心

地
，
俯
首
貼
耳

屈
服

眼
を
つ
ぶ
つ
て
、
首
も
耳
も
垂
れ
る

若
白
昼
明
燭

も
し
白
昼
明
燭
を
つ
け
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あ
る
い
は
中
国
の
文
化
背
景
の
も
と
で
生
じ
た
言
葉
を
、「
毛
唐
」、「
鮒
」、「
針
金
」、「
仙
女
」
の
よ
う
に
翻
訳
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ

の
中
、「
毛
唐
」
は
日
本
人
が
外
国
人
に
対
す
る
差
別
用
語
で
、
中
国
語
の
「
洋
鬼
子
」
と
は
意
味
的
に
も
感
情
的
に
も
一
致
し
て
い
る
。

小
田
訳
は
「
洋
鬼
子
」
に
対
し
て
注
釈
を
付
け
た
が
、
他
の
言
葉
に
対
し
て
は
、
特
に
説
明
し
て
い
な
か
っ
た
。

最
後
に
、
両
者
の
翻
訳
ス
タ
イ
ル
の
面
か
ら
見
れ
ば
、『
大
魯
迅
全
集
』
第
三
巻
に
鹿
地
訳
「
小
雑
感
」
も
収
録
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ

を
小
田
訳
と
対
照
し
な
が
ら
、
小
田
訳
が
話
し
言
葉
に
近
い
の
に
対
し
て
、
鹿
地
訳
は
書
き
言
葉
を
多
数
使
う
特
徴
が
見
え
る
。

こ
の
書
簡
が
鹿
地
亘
の
両
親
宛
の
手
紙
に
同
封
さ
れ
た
こ
と
は
、
鹿
地
が
魯
迅
の
書
簡
を
読
ん
だ
こ
と
が
確
実
で
、
小
田
嶽
夫
の
訳
文

も
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
魯
迅
が
手
紙
と
小
田
の
訳
文
を
内
山
完
造
に
渡
す
際
に
、「
写
真
の
類
」
と
い
う
一
文
を
修

正
、
添
削
し
た
こ
と
が
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
う
が
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
訳
文
の
原
物
は
ま
だ
姿
が
現
れ
て
い
な
い
。
上
海
に
行
く

前
に
中
国
語
学
習
歴
の
な
い
鹿
地
の
翻
訳
の
水
準
が
割
合
に
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
魯
迅
、
胡
風
、
日
高
清
麿
瑳
⑾
な
ど
の
支
え
の
お
か

げ
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
内
山
完
造
の
記
憶
で
、「
魯
迅
先
生
か
ら
直
接
教
へ
を
受
け
た
人
は
、
日
本
人
の
中
で
は
私
の
知
つ
て
る
限
り
で

は
増
田
さ
ん
と
鹿
地
さ
ん
だ
け
で
あ
る
と
思
ふ
」⑿
。
魯
迅
が
亡
く
な
っ
た
二
日
前
、
自
ら
鹿
地
の
住
所
で
あ
る
「
燕
山
別
墅
」
に
行
っ

て
、
彼
が
翻
訳
中
生
じ
た
疑
問
に
解
答
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
鹿
地
は
『
中
国
小
説
史
略
』
や
「
阿
Ｑ
正
伝
」、「
上
海
文
芸
の
一
瞥
」
な

ど
の
著
書
或
い
は
作
品
を
多
数
翻
訳
し
た
中
国
文
学
研
究
者
増
田
渉
に
次
い
で
、
上
海
で
幸
い
魯
迅
と
知
り
合
い
に
な
っ
て
、
魯
迅
の
教

示
を
得
て
、
魯
迅
の
人
格
魅
力
、
文
学
思
想
及
び
闘
争
精
神
に
魅
せ
ら
れ
て
、
奮
闘
す
る
力
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

四

鹿
地
亘
の
翻
訳
及
び
魯
迅
の
「
情
熱
」

上
述
の
魯
迅
の
内
山
完
造
宛
書
簡
か
ら
、
魯
迅
が
鹿
地
亘
と
い
う
文
学
青
年
に
対
す
る
温
か
い
心
遣
い
が
読
み
取
れ
る
。
鹿
地
は
一
九

三
六
年
七
月
十
一
日
に
母
親
の
瀬
口
春
子
に
送
っ
た
手
紙
で
、
魯
迅
の
文
章
の
翻
訳
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。「
魯
迅
先
生
の
本
を
送
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り
た
い
が
、
送
っ
て
も
、
白
話
文
は
、
現
代
語
が
よ
め
な
い
と
、
ま
る
で
よ
め
ま
せ
ん
か
ら
、
私
の
訳
が
出
て
か
ら
送
り
ま
す
」。
そ
の

時
、
鹿
地
は
恐
ら
く
改
造
社
版
『
魯
迅
雑
感
選
集
』
の
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
、「
私
の
訳
」
は
そ
れ
を
指
す
可
能
性
も
あ
り
、
他

の
訳
作
を
指
す
可
能
性
も
あ
る
。

今
ま
で
の
学
界
で
は
、
鹿
地
亘
の
中
国
に
お
け
る
反
戦
運
動
の
研
究
ほ
ど
、
彼
の
翻
訳
活
動
、
特
に
魯
迅
作
品
の
翻
訳
に
関
す
る
研
究

は
そ
れ
ほ
ど
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
調
べ
た
結
果
、
一
九
三
六
年
の
一
年
間
だ
け
に
お
い
て
、
鹿
地
の
訳
作
が
日
本
の
雑
誌
に
何
篇
も

載
っ
て
い
る
。
年
代
順
に
以
下
の
七
篇
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
「
阿
金
」（『
文
芸
』
第
四
巻
第
五
号
、
一
九
三
六
年
五
月
一
日
）

②
「
春
末
閑
談
」（『
文
学
評
論
』
第
三
巻
第
七
号
、
一
九
三
六
年
七
月
一
日
）

③
「
私
の
第
一
の
師
父
」（『
日
本
評
論
』
第
十
一
巻
第
七
号
、
一
九
三
六
年
七
月
一
日
、
日
高
清
麿
瑳
と
共
訳
）

④
「
諷
刺
詩
三
篇
│
│
散
文
詩
集
『
野
草
』
よ
り
」（『
改
造
』
第
十
八
巻
第
九
号
、
一
九
三
六
年
九
月
一
日
）

⑤
「
忘
却
の
記
念
の
た
め
に
」（『
文
学
案
内
』
第
二
巻
第
九
号
、
一
九
三
六
年
九
月
一
日
）

⑥
「
深
夜
に
誌
す
」（『
改
造
』
第
十
八
巻
第
十
二
号
、
一
九
三
六
年
十
二
月
一
日
）

⑦
「
中
国
文
学
運
動
に
於
け
る
統
一
戦
線
の
問
題
」（『
文
芸
』
第
四
巻
第
十
二
号
、
一
九
三
六
年
十
二
月
一
日
、
日
高
清
麿
瑳
と
共
訳
）

「
春
末
閑
談
」
掲
載
の
『
文
学
評
論
』
に
あ
る
「
編
輯
後
記
」
に
は
、「
魯
迅
氏
の
随
筆
は
上
海
に
ゐ
る
鹿
地
亘
氏
が
翻
訳
し
、
直
接
魯

氏
の
校
閲
を
経
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
時
局
を
諷
刺
し
た
好
読
物
で
あ
る
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
以
前
に
出
版
さ
れ
た
『
魯
迅

選
集
』（
佐
藤
春
夫
、
増
田
渉
訳
）
は
小
説
と
講
演
文
で
、『
中
国
小
説
史
』（
増
田
渉
訳
）
は
学
術
著
作
を
翻
訳
し
た
単
行
本
で
あ
っ
た
が
、

鹿
地
亘
の
訳
文
か
ら
諷
刺
性
の
強
い
二
十
年
代
の
散
文
（
詩
）
と
戦
力
の
あ
る
三
十
年
代
の
雑
文
を
選
び
取
る
傾
向
が
見
え
る
ほ
か
、
魯

迅
の
文
学
思
想
に
対
す
る
独
自
な
認
識
が
読
み
取
れ
る
。
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鹿
地
亘
は
「
春
末
閑
談
」（
一
九
二
五
年
四
月
二
十
四
日
作
）
の
文
末
に
「
春
末
。
僕
は
魯
迅
の
随
筆
集
『
墳
』
を
よ
み
な
が
ら
、
魯
氏
の

夢
に
も
又
獨
特
の
情
熱
が
あ
る
こ
と
を
發
見
し
、
非
常
に
興
味
深
く
覺
え
た
」
と
嘆
い
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、「
諷
刺
詩
三
篇
│
│
散
文

詩
集
『
野
草
』
よ
り
」
に
つ
い
て
、
鹿
地
亘
は
『
大
魯
迅
全
集
』
第
二
巻
の
『
野
草
』
解
題
に
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

全
篇
を
貫
く
一
つ
の
沈
鬱
な
暗
い
思
想
が
あ
る
。
人
々
は
（
殊
に
魯
迅
を
語
る
日
本
の
文
人
學
士
は
）
好
ん
で
こ
れ
を
「
東
洋
の
虚
無
」
と
い

ひ
、
魯
迅
に
結
晶
さ
れ
た
東
洋
文
化
の
特
質
の
一
つ
で
あ
る
か
の
や
う
に
言
ふ
。
だ
が
魯
迅
の
暗
さ
に
は
、
彼
が
極
力
蔑
棄
し
て
来
た
と
こ
ろ
の

「
東
洋
の
虚
無
」
の
思
想
的
停
滞
は
な
い
。
暗
さ
と
共
に
全
篇
を
一
貫
し
て
泌
み
出
て
ゐ
る
も
の
は
、
進
歩
へ
の
激
し
い
情
熱
で
あ
る
。
暗
黒
の
古

き
中
国
の
中
か
ら
民
族
革
命
家
と
し
て
出
発
し
た
魯
迅
の
仕
事
の
基
調
を
な
す
も
の
は
こ
の
激
情
だ
。

鹿
地
亘
は
ま
た
「
魯
迅
さ
ん
は
中
国
の
現
情
に
、
日
常
の
談
話
で
も
、
深
い
絶
望
を
も
つ
て
ゐ
た
。
不
思
議
だ
な
。
あ
の
絶
望
の
中

で
、
と
こ
ろ
が
確
乎
と
し
た
希
望
を
失
つ
た
こ
と
は
な
か
つ
た
。」⒀
と
内
山
完
造
の
言
葉
を
引
用
し
た
。

「
東
洋
の
虚
無
」
の
代
表
と
言
わ
れ
る
『
野
草
』
は
、
正
に
魯
迅
の
「
激
情
」
と
「
絶
望
感
」
を
複
雑
に
入
り
交
じ
っ
た
散
文
集
で
あ

る
。
特
に
「
聡
明
な
人
と
馬
鹿
と
奴
僕
」
の
一
文
は
、
学
者
竹
内
好
の
目
に
は
、
絶
望
か
つ
抵
抗
の
あ
る
魯
迅
が
映
っ
て
い
て
、「
絶
望

は
、
道
の
な
い
道
を
行
く
抵
抗
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
、
抵
抗
は
絶
望
の
行
動
化
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
れ
は
状
態
と
し
て
み
れ
ば
絶
望

で
あ
り
、
運
動
と
し
て
み
れ
ば
抵
抗
で
あ
る
」⒁
と
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
鹿
地
亘
が
感
受
し
た
の
は
、
魯
迅
特
有
の
「
情
熱
」
で

あ
る
。
一
九
三
七
年
三
月
五
日
に
解
題
を
落
筆
し
た
時
に
、
す
で
に
魯
迅
の
こ
の
熱
情
と
激
情
を
は
っ
き
り
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

「
情
熱
」
は
竹
内
好
の
「
抵
抗
」
と
は
同
じ
く
絶
望
感
、
暗
さ
、
苦
悶
、
虚
無
な
ど
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、「
抵
抗
」
よ
り
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
感
じ
取
れ
る
。
こ
の
精
神
は
鹿
地
を
文
学
の
道
と
反
戦
の
道
に
導
い
た
灯
り
で
あ
り
な
が
ら
、
魯
迅
自
身
及
び
他

の
文
学
者
が
闘
争
し
な
が
ら
、
絶
え
ず
前
進
す
る
原
動
力
で
も
あ
る
。
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三
十
年
代
の
雑
文
を
翻
訳
す
る
の
は
、
鹿
地
亘
が
魯
迅
の
雑
文
に
現
れ
た
徹
底
的
な
批
判
精
神
、
抗
弁
精
神
へ
の
追
随
が
反
映
で
き

る
。「
忘
却
の
た
め
の
記
念
」
と
「
深
夜
に
誌
す
」
は
共
に
国
民
党
当
局
が
革
命
者
、
木
刻
青
年
に
施
し
た
暴
行
に
対
す
る
憤
慨
を
示
し

た
作
品
で
あ
る
。『
文
学
案
内
』
の
編
集
者
で
あ
る
貴
司
山
治
は
、「
魯
迅
氏
は
中
国
の
ジ
イ
ド
以
上
の
存
在
で
す
が
、
ず
つ
と
文
学
案
内

を
見
て
く
れ
て
ゐ
ま
す
。
今
度
送
つ
て
く
れ
た
『
忘
却
の
記
念
の
た
め
に
』
は
僕
ら
が
旧
作
家
同
盟
の
『
文
学
新
聞
』
を
や
つ
て
ゐ
た

頃
、
逸
早
く
報
道
し
た
こ
と
の
あ
る
中
国
左
聯
作
家
五
人
の
蒋
介
石
政
府
に
よ
る
×
×
の
思
ひ
出
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
僕
ら
は
思
ひ
再

び
新
た
な
る
も
の
あ
り
」⒂
と
記
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、「
中
国
文
学
運
動
に
於
け
る
統
一
戦
線
の
問
題
」
は
唯
一
『
大
魯
迅
全
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
雑
文
で
あ
り
、「
答
徐

懋
庸
并
関
于
抗
日
統
一
戦
線
問
題
」
が
改
題
さ
れ
て
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
鹿
地
亘
は
訳
文
の
初
頭
に
前
書
き
を
添
え
、
徐
懋
庸
そ
の

人
お
よ
び
「
国
防
文
学
」
と
「
民
族
革
命
戦
争
の
大
衆
文
学
」
の
論
争
に
導
い
た
背
景
を
紹
介
し
た
の
が
日
本
の
読
者
に
と
っ
て
必
要
で

あ
る
。
両
方
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
国
家
と
民
族
、
政
府
と
大
衆
の
区
別
を
強
調
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、
魯
迅
は
「
問
題
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は

な
く
実
際
の
仕
事
に
あ
る
こ
と
を
警
告
し
、
両
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
相
矛
盾
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
」
を
表
明
し
て
い
る
。
鹿
地
は
そ
の
指
摘

に
大
い
に
賛
同
し
、
魯
迅
か
ら
贈
っ
て
も
ら
っ
た
『
海
上
述
林
』
の
話
題
か
ら
、
魯
迅
の
言
動
に
感
心
し
た
こ
と
を
中
国
の
青
年
た
ち
に

向
か
っ
て
以
下
の
よ
う
に
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
本
を
見
た
ま
へ
。
こ
ゝ
に
は
中
国
新
文
化
の
開
拓
者
の
仕
事
が
あ
る
。
彼
は
実
り
の
少
い
、
論
争
に
暇
を
つ
ぶ
す
よ
り
も
、
文
化
の
啓
示
と

な
る
実
際
の
必
要
な
事
業
を
、
翻
訳
で
あ
れ
紹
介
で
あ
れ
、
黙
々
と
や
つ
て
ゐ
る
。
こ
の
や
う
な
仕
事
が
力
不
足
の
、
結
末
も
な
い
論
争
の
繰
り
返

し
の
代
り
に
諸
雑
誌
の
内
容
を
埋
め
る
や
う
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
努
力
し
た
な
ら
、「
聯
合
」
は
自
か
ら
成
立
し
て
来
る
だ
ら
う
。
仕
事
の
不
足

な
と
こ
ろ
に
は
何
時
で
も
感
情
や
瑣
末
の
衝
突
が
絶
え
な
い
も
の
だ
。
口
号
の
論
争
も
宜
し
い
。
だ
が
基
本
的
な
方
向
で
一
致
し
た
な
ら
、
瑣
末
な

言
葉
の
問
題
に
拘
泥
せ
ず
に
、
い
づ
れ
の
側
の
人
々
も
早
く
仕
事
を
充
実
す
る
こ
と
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。
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魯
迅
の
仕
事
も
そ
れ
で
あ
つ
た
。
病
中
彼
は
休
む
こ
と
な
し
に
、「
版
画
集
」
を
出
版
し
、「
海
上
述
林
」
を
編
輯
し
た
。
そ
れ
は
魯
迅
以
外
の
誰

も
が
や
ら
な
か
つ
た
こ
と
で
、「
誰
も
し
な
い
こ
と
だ
か
ら
私
が
し
よ
う
」
と
魯
迅
は
言
つ
て
ゐ
た
と
い
ふ
。⒃

鹿
地
亘
の
訳
作
を
掲
載
し
た
雑
誌
は
、
ほ
と
ん
ど
魯
迅
と
鹿
地
の
主
張
し
た
左
翼
文
学
理
念
と
一
致
し
、
魯
迅
と
の
関
わ
り
も
深
い
。

例
え
ば
、『
改
造
』
に
は
魯
迅
の
日
本
語
で
書
い
た
文
章
が
載
っ
て
い
る
ほ
か
、
魯
迅
と
社
長
の
山
本
実
彦
は
内
山
完
造
を
経
由
し
て
上

海
で
面
会
し
た
後
、
魯
迅
の
推
薦
で
も
あ
り
、
山
本
の
希
望
で
も
あ
り
、
一
九
三
六
年
六
月
か
ら
一
九
三
七
年
一
月
か
ら
、
全
六
篇
の
中

国
新
進
作
家
の
作
品
が
『
改
造
』
に
載
せ
ら
れ
、
そ
の
訳
者
は
ま
さ
に
鹿
地
亘
と
日
高
清
麿
瑳
で
あ
る
。
そ
れ
に
限
ら
ず
、
両
者
は
瞿
秋

白
の
「
魯
迅
雑
感
選
集
序
言
」⒄
を
共
訳
し
、「
中
国
革
命
と
魯
迅
」
と
い
う
題
で
『
日
本
評
論
』
に
寄
せ
た
こ
と
も
あ
る
。
鹿
地
は
一
九

三
六
年
五
月
二
十
六
日
に
父
親
の
瀬
口
真
喜
郎
に
送
っ
た
葉
書
に
は
「
改
造
六
月
号
か
ら
、
小
生
の
翻
訳
が
出
は
じ
め
ま
し
た
。
も
う
御

迷
惑
は
か
け
ま
せ
ん
。
も
し
貧
乏
な
さ
っ
た
ら
、
こ
っ
ち
で
は
、
金
が
余
り
さ
う
で
す
」
と
伝
え
て
い
る
。『
改
造
』
の
翻
訳
に
よ
り
、

鹿
地
は
経
済
的
苦
境
か
ら
抜
け
出
し
た
の
で
あ
る
。
後
章
で
引
用
す
る
一
九
三
七
年
四
月
二
十
二
日
の
書
簡
か
ら
、
鹿
地
が
ま
た
『
大
魯

迅
全
集
』
の
翻
訳
に
よ
り
、
生
活
状
況
が
大
幅
に
改
善
し
て
い
た
事
実
も
分
か
る
。『
改
造
』
以
外
に
、
魯
迅
は
改
造
社
の
『
文
芸
』
に

も
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、『
文
学
評
論
』
に
関
し
て
、
魯
迅
は
ソ
連
の
児
童
文
学
作
家
パ
ン
テ
レ
ー
エ
フ
の
童
話
「
金
時
計
』
を

翻
訳
す
る
時
、
創
刊
号
に
あ
る
藤
森
成
吉
の
文
章
を
参
考
に
し
た
経
験
が
あ
り
⒅
、
さ
ら
に
、
同
誌
一
九
三
四
年
四
月
号
の
立
野
信
之
の

「
ゴ
ー
ゴ
リ
私
観
」
を
翻
訳
し
た
こ
と
も
あ
る
⒆
。

一
九
二
〇
年
代
か
ら
、
魯
迅
の
「
孔
乙
己
」、「
故
郷
」、「
阿
Ｑ
正
伝
」
な
ど
の
小
説
が
続
々
と
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
、
主
に
中
国
で
発

行
し
た
日
本
語
雑
誌
や
新
聞
に
載
せ
ら
れ
た
。
三
十
年
代
に
な
る
と
、『
改
造
』
掲
載
の
魯
迅
の
日
本
語
作
品
以
外
に
、
日
本
の
文
学
雑

誌
、
総
合
雑
誌
に
翻
訳
さ
れ
た
作
品
は
そ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
て
い
な
い
。
上
述
し
た
小
田
嶽
夫
及
び
鹿
地
亘
の
訳
作
は
魯
迅
作
品
の
日
本
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に
お
け
る
同
時
代
紹
介
、
魯
迅
の
文
学
思
想
及
び
当
時
中
国
の
文
壇
と
政
情
が
日
本
に
お
け
る
広
が
り
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
と
考
え
る
。
特
に
鹿
地
の
魯
迅
及
び
中
国
青
年
作
家
の
翻
訳
活
動
に
関
す
る
発
見
は
、
魯
迅
文
学
ひ
い
て
は
中
国
近
代
文
学
の
日
訳

研
究
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
一
環
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

五

鹿
地
亘
自
宅
宛
書
簡
に
お
け
る
魯
迅

鹿
地
亘
が
中
国
に
お
け
る
翻
訳
な
ど
の
仕
事
は
ほ
と
ん
ど
魯
迅
を
中
心
に
展
開
し
た
わ
け
で
、
書
簡
に
は
至
る
所
に
魯
迅
の
姿
が
見
え

る
。
例
え
ば
、
一
九
三
六
年
五
月
二
十
六
日
の
葉
書
に
は
、「
魯
氏
は
、
私
が
日
本
の
出
版
物
に
最
近
書
い
た
「
魯
氏
」
の
こ
と
な
ぞ
よ

ん
で
、
大
変
喜
ん
で
ゐ
ま
す
。
時
に
、
散
歩
に
、
立
ち
よ
っ
て
く
れ
ま
す
。
大
変
仲
よ
し
で
す
」
と
書
い
て
い
る
。
二
人
は
知
り
合
っ

て
、
四
か
月
ぐ
ら
い
し
か
経
っ
て
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
仲
良
く
な
っ
た
う
え
、
鹿
地
は
自
分
を
認
め
ら
れ
た
魯
迅
の
喜
び
に
誇
り
を
持

っ
て
い
た
。「
最
近
書
い
た
」
文
章
と
い
う
の
は
、
一
九
三
六
年
五
月
に
『
文
芸
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
魯
迅
と
語
る
」
で
あ
ろ
う
。
文
末

の
記
載
に
よ
る
と
、
完
成
は
二
月
十
九
日
で
あ
っ
た
。
鹿
地
が
そ
の
年
に
日
本
の
雑
誌
に
寄
せ
た
魯
迅
と
関
連
の
あ
る
文
章
は
他
に
も

「
上
海
通
信
（
二
）
│
│
魯
迅
と
中
国
文
化
運
動
の
今
日
│
│
」⒇
、
前
述
の
「
魯
迅
と
私
」
及
び
池
田
幸
子
の
「
最
後
の
日
の
魯
迅
」21
が

見
ら
れ
る
。

そ
の
一
連
の
書
簡
で
一
番
重
要
な
の
は
、
一
九
三
六
年
十
月
二
十
二
日
の
一
通
で
あ
る
。
鹿
地
亘
は
魯
迅
の
棺
に
付
き
添
う
十
二
名
の

人
の
中
、
唯
一
の
日
本
人
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
魯
迅
は
逝
去
の
二
日
前
、
燕
山
別
墅
３
５
号
で
あ
る
鹿
地
夫
婦
の
住
所
に
行
っ

て
、
風
邪
を
引
い
た
の
で
、
病
状
が
悪
化
し
た
の
で
あ
る
。
鹿
地
亘
が
両
親
に
師
匠
で
あ
っ
た
魯
迅
を
失
っ
た
悲
し
み
を
伝
え
た
の
で
あ

る
。
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御
父
上
様

御
母
上
様

師
友
を
失
っ
て
、
悲
し
み
の
中
に
ゐ
ま
す
。

死
の
二
日
前
、
突
然
、
魯
迅
は
私
の
家
に
訪
ね
て
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
狂
喜
し
て
、
一
時
間
余
り
、
さ
ま
ざ
ま
の
話
し
を
し
ま
し
た
。
風
の

吹
く
、
急
に
冷
え
て
来
た
日
で
、
魯
迅
は
私
た
ち
の
見
送
り
を
拒
っ
て
、
ひ
と
り
で
風
の
中
に
出
て
往
き
ま
し
た
。

今
も
そ
の
さ
ま
が
見
え
る
や
う
で
す
。
そ
の
夜
、
急
に
重
態
に
陥
り
、
翌
日
は
、
数
回
、
御
見
舞
ひ
し
ま
し
た
が
、
二
日
目
の
朝
、
使
の
者
が
来

て
、
駆
け
つ
け
た
時
に
は
も
う
間
に
合
ひ
ま
せ
ん
で
し
た
。

二
十
二
日
は
埋
葬
で
、
私
は
仕
事
を
や
め
て
、
葬
儀
の
中
に
ゐ
ま
す
。

御
父
さ
ん
か
ら
の
御
依
頼
の
揮
毫
の
こ
と
、
も
う
そ
ろ
そ
ろ
丈
夫
に
な
ら
れ
た
の
で
、
御
願
ひ
し
や
う
と
思
っ
て
ゐ
る
矢
先
き
、
果
さ
な
い
う
ち

に
か
う
い
ふ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
も
う
、
病
中
、
私
に
下
さ
っ
た
二
三
の
手
紙
と
、
私
の
訳
稿
を
訂
正
し
て
下
さ
っ
た
き
ち
ょ
う
め
ん
な
細

字
と
が
、
肉
筆
で
の
僅
か
な
記
念
と
な
り
ま
し
た
。
私
と
魯
迅
先
生
と
は
、
国
境
を
越
え
て
、
他
の
誰
よ
り
も
親
し
く
、
一
し
ょ
に
活
動
ま
で
見
に

往
っ
て
ゐ
ま
し
た
の
に
。
魯
迅
氏
か
ら
貰
っ
た
本
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

十
日
前
、
魯
迅
は
、
突
然
、
中
国
の
版
画
展
覧
会
場
に
姿
を
現
し
、
青
年
画
家
た
ち
が
喜
ん
で
、
氏
を
と
り
ま
い
て
写
真
を
と
り
ま
し
た
。

中
国
の
芸
術
家
た
ち
は
皆
私
を
知
っ
て
ゐ
ま
す
の
で
、
画
家
た
ち
が
、
私
に
そ
の
写
真
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

実
は
そ
の
前
日
、
私
も
そ
の
展
覧
会
に
招
待
さ
れ
て
往
き
、
一
し
ょ
に
写
真
を
と
り
ま
し
た
。
記
念
の
た
め
に
、
魯
迅
先
生
の
写
真
と
一
し
ょ
に

三
葉
、
お
送
り
し
ま
す
。

今
は
葬
送
の
た
め
に
慌
し
い
中
に
ゐ
ま
す
の
で
、
と
り
あ
へ
ず
、
悲
し
い
お
知
ら
せ
だ
け
致
し
ま
す
。
お
母
様
に
宜
し
く
。

た
だ
私
に
つ
い
て
は
御
心
配
な
く
。
む
し
ろ
、
私
の
地
位
は
今
、
こ
の
国
で
は
、
文
学
者
た
ち
が
、
魯
迅
に
代
っ
て
、
た
よ
り
に
し
て
ゐ
る
さ
ま

で
す
か
ら
。
あ
ま
り
た
よ
り
に
も
な
ら
な
い
、
貧
弱
な
た
よ
り
で
す
が
。

魯
迅
夫
人
に
、
弔
文
を
送
っ
て
下
さ
い
。

一
人
息
子
の
八
つ
に
な
る
海
嬰
と
い
ふ
悪
坊
主
が
、
う
ち
か
ら
送
っ
て
下
さ
っ
た
、
え
び
の
餅
を
か
か
え
て
、
葬
儀
場
を
は
ね
か
へ
っ
て
ゐ
ま
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す
。
骨
の
細
い
子
供
な
の
で
、
親
父
が
多
分
、
明
治
何
十
年
代
か
の
医
学
に
よ
っ
て
、
カ
ル
シ
ュ
ー
ム
を
食
は
せ
る
や
う
に
、
お
や
つ
に
く
れ
て
や

っ
た
も
の
で
せ
う
。

又
送
っ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

匆
々

十
月
二
十
二
日
、
埋
葬
の
日
に
。

鹿
地
亘

魯
迅
の
、
私
に
つ
い
て
、「
内
山
」
氏
に
当
て
た
手
紙
、
一
つ
お
く
り
ま
す
。

私
あ
て
の
も
の
は
、
雑
誌
に
発
表
さ
れ
て
か
ら
に
し
ま
す
。

二
人
の
最
後
の
対
面
は
多
数
の
文
献
で
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
鹿
地
亘
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
改
め
て
読
者
を
そ
の
現
場
に
連
れ
て
い
く

よ
う
に
感
じ
る
。
書
簡
か
ら
、
魯
迅
は
鹿
地
の
両
親
と
親
し
い
関
係
を
保
っ
て
い
た
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。「
御
父
さ
ん
か
ら
の
御
依
頼

の
揮
毫
」
と
い
う
件
は
、
一
九
三
六
年
五
月
二
十
六
日
の
書
簡
に
記
し
た
「
魯
氏
に
、
筆
せ
き
を
も
ら
ふ
や
う
話
し
て
お
き
ま
し
た
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
父
親
の
瀬
口
真
喜
郎
は
漢
学
者
で
、
息
子
を
頼
ん
で
魯
迅
の
筆
跡
を
求
め
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
実
現
で
き
な
か
っ

た
。こ

の
手
紙
と
い
っ
し
ょ
に
送
っ
た
「
魯
迅
先
生
の
写
真
」
と
は
、
魯
迅
が
第
二
回
全
国
木
刻
流
動
展
覧
会
で
中
国
の
青
年
版
画
家
と
一

緒
に
撮
っ
た
写
真
で
あ
り
、
魯
迅
生
前
の
最
後
の
写
真
と
な
っ
て
い
る
。
他
の
二
枚
の
写
真
は
鹿
地
夫
婦
が
同
じ
展
覧
会
で
青
年
版
画
家

と
一
緒
に
撮
っ
た
写
真
と
、
鹿
地
夫
婦
が
胡
風
、『
上
海
日
報
』
編
集
長
後
藤
和
夫
等
と
竇
楽
安
路
の
住
所
の
前
で
撮
っ
た
写
真
で
あ
ろ

う
。実

は
、
鹿
地
亘
が
両
親
に
送
る
も
の
は
写
真
以
外
に
、
自
分
の
文
章
、
魯
迅
の
作
品
及
び
遺
物
も
あ
っ
た
。
一
九
三
六
年
十
二
月
十
四
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日
の
葉
書
に
は
、「
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
版
画
集
書
留
め
で
送
っ
た
の
で
す
が
、
ど
ど
き
ま
し
た
か
し
ら
。
こ
れ
は
大
切
な
、
日
本
に
は
中

野
重
治
氏
の
と
こ
ろ
に
一
つ
あ
る
き
り
の
本
で
す
。
魯
迅
先
生
の
形
見
で
す
か
ら
、
と
ど
い
た
か
ど
う
か
、
お
知
ら
せ
下
さ
い
。」
と
書

い
て
い
る
。
魯
迅
は
一
九
三
五
年
九
月
に
、
柔
石
を
記
念
す
る
と
同
時
に
、
ケ
ー
テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
声
援
す
る
た
め
に
、
大
量
な
精

力
と
財
力
を
注
い
で
、『
ケ
ー
テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
版
画
選
集
』
を
編
集
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
六
年
五
月
に
、
画
集
は
上
海
で
発
行

さ
れ
、
一
〇
三
冊
し
か
印
刷
で
き
な
く
て
、
そ
の
う
ち
、
三
十
冊
が
海
外
で
販
売
し
、
四
十
冊
が
贈
り
物
で
、
残
り
の
三
十
三
冊
は
上
海

内
山
書
店
で
代
理
販
売
し
た
。
鹿
地
の
思
い
出
に
よ
る
と
、
八
月
中
旬
に
、
彼
は
お
見
舞
い
と
と
も
に
、
病
中
の
魯
迅
か
ら
頂
い
た
『
ケ

ー
テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
版
画
選
集
』
を
感
謝
す
る
た
め
に
魯
迅
の
住
所
を
訪
ね
、
そ
の
日
に
魯
迅
か
ら
『
海
上
述
林
』
を
頂
い
た
ほ
か
、

コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
版
画
の
本
物
を
楽
し
ん
だ
こ
と
も
あ
る
22
。
そ
の
後
、
魯
迅
は
九
月
六
日
に
、
当
時
計
画
中
の
『
魯
迅
雑
感
選
集
』
の

撰
篇
に
つ
い
て
鹿
地
に
返
信
し
た
が
、「
ケ
ー
テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
版
画
選
集
序
目
」
の
収
録
や
あ
る
版
画
の
説
明
を
訂
正
す
る
こ
と
か

ら
、
魯
迅
の
こ
の
版
画
集
に
対
す
る
重
視
が
見
ら
れ
る
23
。
魯
迅
が
十
月
十
七
日
に
鹿
地
夫
婦
の
住
所
に
行
く
と
き
、
ま
た
二
冊
の
『
ケ

ー
テ
・
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
版
画
選
集
』
を
他
の
雑
誌
と
一
緒
に
、
日
本
の
友
人
に
渡
そ
う
と
頼
ん
だ
の
で
あ
る
24
。
書
簡
の
情
報
を
合
わ
せ

て
読
む
と
、
中
野
重
治
の
分
は
鹿
地
亘
を
介
し
て
送
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
魯
迅
は
「
忘
却
の
た
め
の
記
念
」、「
深
夜
に
誌
す
」

「
死
」
な
ど
の
作
品
に
皆
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
語
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
鹿
地
夫
婦
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
コ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ

の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
は
、
魯
迅
の
紹
介
を
通
じ
て
、
当
時
共
に
左
翼
運
動
が
抑
圧
さ
れ
て
い
た
日
中
両
国
に
お
い
て
、
重
要
な
意
義
を

持
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

そ
し
て
、「
私
の
訳
稿
を
訂
正
し
て
下
さ
っ
た
き
ち
ょ
う
め
ん
な
細
字
」
は
、
魯
迅
が
鹿
地
亘
に
対
す
る
細
か
い
指
導
の
証
で
あ
ろ
う
。

「
魯
迅
先
生
は
人
の
た
め
に
何
か
す
る
時
は
決
し
て
気
配
に
見
せ
な
い
。
秘
か
に
わ
か
ら
な
い
や
う
に
す
る
。
あ
の
時
先
生
は
君
の
た
め

に
は
心
配
し
て
ゐ
た
。
君
の
生
活
の
こ
と
も
考
へ
て
ゐ
た
。」
と
い
う
胡
風
の
言
葉
を
回
想
し
な
が
ら
、
鹿
地
は
魯
迅
と
知
り
合
い
に
な
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っ
て
か
ら
「
ま
も
な
く
、
私
は
魯
迅
と
Ｕ
氏
と
の
援
助
で
、
改
造
社
と
結
ん
で
、
中
国
新
文
学
の
紹
介
と
、
魯
迅
雑
感
選
集
の
翻
訳
の
仕

事
を
始
め
た
の
だ
。
そ
の
稿
は
魯
迅
と
胡
風
と
が
一
つ
一
つ
詳
細
に
眼
を
通
し
て
く
れ
た
の
だ
。
魯
迅
の
心
尽
し
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て

は
書
き
切
れ
ぬ
」
と
感
銘
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、「
時
時
私
の
と
こ
ろ
に
は
、
是
非
読
ん
で
お
く
必
要
の
あ
る
書
物
や
雑
誌
が
と

ど
け
ら
れ
、
私
の
翻
訳
に
は
細
か
く
眼
を
通
し
た
校
正
の
細
字
が
返
さ
れ
た
、
時
に
は
、『
面
白
い
も
の
で
は
な
い
が
、
訳
し
た
ら
金
に

は
な
る
で
せ
う
。』
と
い
ふ
優
し
い
言
葉
を
副
へ
ら
れ
た
雑
誌
を
送
つ
て
く
れ
た
」25
。
魯
迅
が
鹿
地
の
翻
訳
事
業
に
対
す
る
尽
力
に
よ
っ

て
、
鹿
地
訳
文
の
高
い
水
準
が
成
就
さ
れ
、『
大
魯
迅
全
集
』
の
出
版
に
も
繋
が
っ
た
。

ま
た
、
書
簡
に
は
「
む
し
ろ
、
私
の
地
位
は
今
、
こ
の
国
で
は
、
文
学
者
た
ち
が
、
魯
迅
に
代
っ
て
、
た
よ
り
に
し
て
ゐ
る
さ
ま
で
す

か
ら
。」
と
い
う
自
慢
し
て
い
る
よ
う
な
言
い
方
が
あ
る
が
、
一
九
三
六
年
七
月
十
一
日
の
母
親
で
あ
る
瀬
口
春
子
宛
の
書
簡
に
は
す
で

に
同
じ
よ
う
な
大
げ
さ
な
言
葉
が
見
え
る
。「
何
し
ろ
、
大
変
有
名
な
支
那
文
学
者
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
よ
。
よ
ろ
こ
ん
で
下
さ
い
。

魯
先
生
の
お
か
げ
で
。」
鹿
地
亘
が
最
初
中
国
に
上
陸
し
た
頃
は
、「
は
つ
き
り
し
た
計
画
は
な
い
。
た
だ
中
国
と
中
国
の
文
学
者
た
ち
を

見
た
か
つ
た
の
だ
」、「
中
国
に
と
ど
ま
つ
て
勉
強
を
し
て
見
た
い
」
と
い
う
願
望
だ
け
持
っ
て
、「
魯
迅
と
会
へ
る
こ
と
は
考
へ
て
も
ゐ

な
か
つ
た
」26
が
、
た
だ
の
半
年
後
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
魯
迅
や
他
の
中
国
新
進
作
家
の
文
学
を
翻
訳
し
、
日
本
の
雑
誌
に
投
稿
し
、

『
魯
迅
雑
感
選
集
』
か
ら
『
大
魯
迅
全
集
』
の
翻
訳
と
い
う
重
任
を
委
ね
ら
れ
た
の
が
事
実
で
あ
る
。
魯
迅
の
恩
を
忘
れ
ず
、
今
の
業
績

を
成
就
し
た
と
こ
ろ
は
、
両
親
も
慰
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
文
学
者
に
成
長
し
た
鹿
地
に
対
し
て
、
従
来
の
学
界
で
は
翻
訳
や
中
国

文
学
研
究
の
面
に
対
す
る
関
心
と
評
価
は
そ
れ
ほ
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
書
簡
に
記
載
さ
れ
た
鹿
地
の
心
か
ら
発
し
た

言
葉
を
通
じ
て
、
彼
に
対
す
る
直
感
的
な
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
鹿
地
と
魯
迅
に
関
す
る
さ
ら
な
る
研
究
を
進
め
る
可
能
性
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
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六
『
大
魯
迅
全
集
』
の
成
立
に
至
る

鹿
地
亘
が
一
九
三
六
年
十
二
月
十
四
日
に
両
親
に
寄
せ
た
葉
書
の
中
に
、「
魯
迅
先
生
が
逝
く
な
っ
て
、
急
に
な
ほ
、
仕
事
が
い
そ
が

し
く
な
り
ま
し
た
。
先
生
の
全
集
が
出
版
さ
れ
る
の
で
、
そ
れ
が
す
む
ま
で
、
二
人
と
も
、
こ
ち
ら
に
ゐ
た
方
が
都
合
が
い
い
の
で
す
、

来
年
の
四
月
頃
ま
で
。」
と
書
い
て
あ
る
。
魯
迅
が
急
逝
し
た
後
、
出
版
計
画
の
変
更
で
、
す
で
に
訳
作
を
い
く
つ
か
出
し
た
訳
者
群
に

と
っ
て
も
、
新
た
な
挑
戦
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。

書
簡
の
最
後
の
一
通
は
、
鹿
地
夫
婦
が
一
九
三
七
年
四
月
二
十
二
日
に
送
っ
た
手
紙
で
、『
大
魯
迅
全
集
』
に
関
す
る
詳
細
な
こ
と
が

語
ら
れ
て
い
る
27
。

お
父
さ
ま
、
御
母
さ
ま
。

写
真
を
送
り
ま
せ
う
。
そ
れ
か
ら
今
日
、
魯
迅
全
集
第
三
巻
、
つ
ま
り
私
の
訳
の
一
つ
を
送
り
ま
し
た
。
よ
ん
で
下
さ
い
。

少
し
訳
に
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
改
造
社
に
ゐ
る
思
ひ
よ
っ
た
御
用
訳
者
が
、
わ
ざ
わ
ざ
手
を
入
れ
て
、
誤
訳
に
し
た
か
ら
で
す
。

そ
れ
が
わ
か
っ
て
、
ひ
ど
く
腹
を
立
て
、
改
造
と
縁
切
り
し
や
う
か
と
思
ひ
ま
し
た
が
、
散
々
あ
や
ま
っ
て
来
て
、
も
う
こ
ん
な
間
違
ひ
を
し
な

い
さ
う
だ
か
ら
、
私
の
仕
事
に
小
指
一
つ
出
さ
ぬ
約
束
を
さ
せ
て
、
つ
づ
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
日
、
四
巻
を
訳
了
し
ま
し
た
。
二
巻
の
私
の
訳
し
た
詩
集
は
、
二
十
五
六
日
に
出
来
て
、
来
る
で
せ
う
。
送
り
ま
す
。

あ
と
、
随
筆
一
巻
、
七
百
枚
や
っ
つ
け
ま
す
、
も
う
二
百
枚
で
き
て
ゐ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
書
簡
日
記
集
を
訳
し
て
一
段
落
で
す
。

三
千
し
か
刷
っ
て
な
い
さ
う
で
、
一
巻
に
つ
き
五
百
円
足
ら
ず
、
や
っ
と
、
千
五
六
百
の
お
金
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
う
ち
、
内
山
さ
ん
の
借

金
三
百
五
十
円
、
と
は
大
し
た
借
金
で
せ
う
。

し
か
し
、
こ
の
本
は
全
集
が
出
て
し
ま
へ
ば
、
何
度
で
も
、
単
行
本
で
出
版
で
き
ま
す
、
小
さ
い
な
が
ら
財
産
で
す
。
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今
月
か
ら
又
、
改
造
で
小
説
を
つ
づ
け
ま
す
。

そ
れ
か
ら
又
、
ぼ
つ
ぼ
つ
自
分
の
原
稿
を
書
き
ま
す
、
今
ま
で
の
注
文
を
一
通
り
片
づ
け
て
。
支
那
の
雑
誌
に
書
い
た
も
の
が
少
し
あ
り
ま
す

が
、
う
ち
に
送
っ
て
お
き
ま
せ
う
か
。

今
日
は
や
っ
と
一
息
。
全
集
が
す
み
次
第
、
大
分
で
、
本
式
に
大
一
息
で
す
。

さ
よ
う
な
ら
。

貢

四
月
二
十
二
日

書
簡
か
ら
、『
大
魯
迅
全
集
』
を
翻
訳
す
る
に
は
、
鹿
地
亘
の
予
定
よ
り
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
事
実
上
、
鹿
地
夫
婦
は

第
二
次
上
海
事
変
の
後
、
燕
山
別
墅
を
離
れ
、
フ
ラ
ン
ス
租
界
で
一
時
居
住
し
た
後
、
中
国
各
地
に
転
々
と
し
て
反
戦
運
動
に
身
を
投
じ

た
。
そ
し
て
、
書
簡
か
ら
『
大
魯
迅
全
集
』
第
二
巻
出
版
の
時
間
が
確
認
で
き
た
。
そ
の
時
間
は
「
昭
和
十
一
年
四
月
二
十
日
」
と
印
刷

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
昭
和
十
二
年
の
誤
植
だ
と
認
識
し
て
い
た
が
、
確
か
な
根
拠
が
な
い
。「
二
巻
の
私
の
訳
し
た
詩
集
は
、
二
十

五
六
日
に
出
来
て
、
来
る
で
せ
う
」
と
い
う
一
言
は
、
出
版
時
間
の
昭
和
十
二
年
四
月
を
裏
付
け
た
。
そ
れ
に
よ
り
、『
大
魯
迅
全
集
』

の
出
版
時
間
を
整
理
す
る
と
、
一
九
三
七
年
二
月
に
第
一
巻
、
三
月
に
第
三
巻
、
四
月
に
第
二
巻
、
五
月
に
第
四
巻
、
六
月
に
第
七
巻
、

七
月
に
第
六
巻
、
八
月
に
第
五
巻
の
順
番
で
あ
る
。

鹿
地
亘
が
手
紙
を
送
る
際
、
す
で
に
第
四
巻
の
翻
訳
を
完
成
し
、
残
っ
た
「
随
筆
一
巻
」
は
第
五
巻
、「
書
簡
日
記
集
」
は
第
七
巻
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
鹿
地
亘
は
第
一
巻
（
井
上
紅
梅
・
松
枝
茂
夫
・
山
上
正
義
・
増
田
渉
・
佐
藤
春
夫
訳
、
小
説
集
）
と
第
六
巻
（
増
田
渉
・
松
枝
茂

夫
訳
、
文
学
史
研
究
）
以
外
の
五
巻
の
翻
訳
を
引
き
受
け
、『
大
魯
迅
全
集
』
の
重
要
な
訳
者
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
の
中
、
第
二
巻

改
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は
散
文
詩
・
回
憶
記
・
歴
史
小
説
で
、
鹿
地
亘
・
松
枝
茂
夫
・
井
上
紅
梅
・
増
田
渉
・
佐
藤
春
夫
の
共
訳
で
あ
る
。
第
二
巻
で
は
鹿
地
の

『
野
草
』
解
題
と
上
述
の
「
諷
刺
詩
三
篇
│
│
散
文
詩
集
『
野
草
』
よ
り
」
が
収
録
さ
れ
、
そ
の
中
の
二
篇
が
改
題
さ
れ
た
28
。
第
三
巻

か
ら
第
五
巻
は
胡
風
の
撰
篇
に
よ
る
随
筆
・
雑
感
集
で
あ
る
。
そ
の
中
、
第
三
巻
と
第
五
巻
は
鹿
地
亘
が
独
訳
し
た
も
の
で
、
第
四
巻
は

鹿
地
亘
と
日
高
清
麿
瑳
の
共
訳
で
あ
る
。「
春
末
閑
談
」
は
第
三
巻
収
録
、「
忘
却
の
た
め
の
記
念
」
は
第
四
巻
収
録
、「
深
夜
に
誌
す
」、

「
私
の
第
一
の
師
父
」、「
死
」（
池
田
幸
子
訳
）
は
共
に
第
五
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
第
七
巻
は
書
簡
・
日
記
で
、
魯
迅
の
年
譜
と
伝
記

が
付
録
さ
れ
、
小
田
嶽
夫
と
鹿
地
亘
の
共
訳
で
あ
る
。
総
じ
て
見
れ
ば
、
鹿
地
夫
婦
が
一
九
三
六
年
に
翻
訳
し
た
魯
迅
の
作
品
は
、「
中

国
文
学
運
動
に
於
け
る
統
一
戦
線
の
問
題
」
以
外
、
全
部
『
大
魯
迅
全
集
』
の
前
五
巻
に
入
っ
て
い
る
。

鹿
地
亘
が
書
簡
で
語
っ
た
「
支
那
の
雑
誌
に
書
い
た
も
の
」
と
言
え
ば
、
魯
迅
が
逝
去
し
た
直
後
、
中
国
語
雑
誌
に
四
篇
登
載
し
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
29
。
一
九
四
〇
年
代
の
文
章
に
な
る
と
、
今
の
と
こ
ろ
三
篇
が
見
つ
か
り
、
み
な
鹿
地
が
一
九
四
一
年
十
月
に
魯
迅
逝

去
五
周
年
を
記
念
す
る
た
め
創
作
し
た
「
魯
迅
の
魂
」
の
中
国
語
訳
で
あ
る
30
。
鹿
地
は
そ
の
文
章
で
魯
迅
の
人
柄
と
思
想
を
顧
み
、
再

び
魯
迅
の
著
作
を
読
む
こ
と
で
、
後
人
に
対
す
る
鞭
撻
を
深
刻
に
感
じ
た
。

終

わ

り

に

書
簡
は
作
者
の
感
情
及
び
作
者
と
他
者
の
関
係
を
如
実
に
反
映
で
き
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
ろ
う
。
上
述
し
た
書
簡
及
び
そ
れ
に
関
わ
る
文

献
資
料
を
合
わ
せ
て
解
読
す
る
試
み
は
、
魯
迅
文
学
に
お
け
る
「
諷
刺
性
」
及
び
「
情
熱
」
を
感
じ
取
っ
た
小
田
嶽
夫
と
鹿
地
亘
の
翻
訳

に
よ
り
、
魯
迅
文
学
の
生
前
に
お
け
る
日
本
語
の
翻
訳
・
紹
介
研
究
の
新
天
地
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
鹿
地
の
魯
迅
と
の
親
交
の

細
部
に
入
り
、
二
人
の
文
学
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
、
鹿
地
そ
の
人
に
対
す
る
認
識
を
刷
新
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
鹿
地
亘
は
反

戦
運
動
を
積
極
的
に
行
わ
れ
て
き
た
以
外
に
、
井
上
紅
梅
、
山
上
正
義
、
増
田
渉
、
佐
藤
春
夫
に
次
い
で
、
魯
迅
文
学
の
重
要
な
翻
訳

改
造
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者
、
中
国
文
学
研
究
者
だ
と
評
価
で
き
よ
う
。

本
稿
で
は
紙
数
の
関
係
で
一
九
三
六
年
一
年
間
の
翻
訳
作
品
を
検
討
し
た
が
、
鹿
地
亘
は
そ
れ
以
後
も
日
本
の
雑
誌
で
魯
迅
関
連
の
感

想
文
、
訳
文
を
発
表
し
た
ほ
か
、『
魯
迅
評
伝
』（
一
九
四
八
年
）、『
中
国
の
十
年
』（
一
九
四
八
年
）
な
ど
の
著
書
を
残
し
、
魯
迅
の
思
い

出
及
び
中
国
で
の
経
歴
を
語
り
、
一
生
魯
迅
を
偲
び
な
が
ら
、
そ
の
恩
情
を
心
に
銘
じ
て
、
魯
迅
の
文
学
思
想
と
闘
争
精
神
を
発
揚
し
な

が
ら
、
輝
か
せ
て
い
た
。

註
⑴

魯
迅
「
論
照
相
之
類
」（『
語
絲
』
第
九
号
、
一
九
二
五
・
一
・
十
二
）。

⑵

魯
迅
「
小
雑
感
」（『
語
絲
』
第
一
号
、
一
九
二
七
・
十
二
・
十
七
）。

⑶

魯
迅
「
文
人
無
文
」（『
申
報
（
自
由
談
）』、
一
九
三
三
・
四
・
四
）。

⑷

小
田
嶽
夫
「
魯
迅
と
翻
訳
」（『
書
物
展
望
』
第
四
号
、
一
九
三
六
・
四
）。

⑸

小
田
嶽
夫
「
魯
迅
を
偲
ぶ
」（『
支
那
人
・
文
化
・
風
景
』
竹
村
書
房
、
一
九
三
七
・
十
一
）。

⑹

魯
迅
『
魯
迅
全
集
』
第
十
六
巻
（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
・
十
一
）。
日
本
語
訳
は
『
大
魯
迅
全
集
』
第
七
巻
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

⑺

小
田
嶽
夫
「
魯
迅
│
│
主
と
し
て
そ
の
諷
刺
性
に
つ
い
て
」（『
支
那
人
・
文
化
・
風
景
』
竹
村
書
房
、
一
九
三
七
・
十
一
）。

⑻

山
崎
剛
平
「
後
記
」（『
文
筆
』
第
二
号
、
一
九
三
六
・
九
）。

⑼

魯
迅
『
魯
迅
雑
感
選
集
』（
何
凝
編
、
青
光
書
局
、
一
九
三
三
・
七
）。

⑽
「
受
容
化
（dom

estication

）」
と
「
異
質
化
（foreignization
）」
は
現
代
の
翻
訳
研
究
者
ヴ
ェ
ヌ
テ
ィ
（Law

rence
V
enuti

）
が
論
ず
る
二
つ

の
翻
訳
方
略
で
あ
る
。

⑾

日
高
清
麿
瑳
は
そ
の
当
時
『
上
海
日
報
』
政
治
部
主
任
で
、
鹿
地
亘
の
高
校
同
窓
で
あ
る
上
海
同
盟
通
信
社
の
牧
内
正
雄
の
友
人
で
あ
っ
た
。

⑿

内
山
完
造
「
旧
版
跋
」（
増
田
渉
『
魯
迅
の
印
象
』
角
川
書
店
、
一
九
七
〇
・
十
二
）。

⒀

魯
迅
『
大
魯
迅
全
集
』
第
二
巻
（
鹿
地
亘
・
松
枝
茂
夫
・
井
上
紅
梅
・
増
田
渉
・
佐
藤
春
夫
訳
、
改
造
社
、
一
九
三
七
・
四
）。

⒁

竹
内
好
「
中
国
の
近
代
と
日
本
の
近
代
│
魯
迅
を
て
が
か
り
と
し
て
」（『
日
本
と
ア
ジ
ア

竹
内
好
評
論
集
第
三
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
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六
・
四
）

⒂

貴
司
山
治
等
「
編
集
室
レ
ポ
」（『
文
学
案
内
』
第
二
巻
第
九
号
、
一
九
三
六
・
九
・
一
）。

⒃

鹿
地
亘
「
魯
迅
と
私
」（『
中
央
公
論
』
第
五
十
一
巻
第
十
二
号
、
一
九
三
六
・
十
二
・
一
）。
こ
の
文
は
一
九
三
六
年
十
月
二
十
七
日
に
書
き

終
わ
り
、
後
に
『
魯
迅
評
伝
』（
日
本
民
主
主
義
文
化
連
盟
、
一
九
四
八
・
四
）
に
収
録
。
中
国
語
版
は
『
作
家
（
上
海
）』
第
二
巻
第
二
号

（
一
九
三
六
・
十
一
・
十
五
）、『
現
代
文
選
』
第
一
巻
第
一
号
（
一
九
三
六
・
十
二
・
一
）
に
掲
載
。

⒄

前
掲
『
魯
迅
雑
感
選
集
』。「
中
国
革
命
と
魯
迅
」
は
序
言
第
二
節
か
ら
の
内
容
（
第
二
頁
│
第
二
十
五
頁
）
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

⒅

魯
迅
『
魯
迅
全
集
』
第
十
巻
（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
・
十
一
）。

⒆

同
上
。

⒇

鹿
地
亘
「
上
海
通
信
（
そ
の
二
）
│
│
魯
迅
氏
と
中
国
文
化
運
動
の
今
日
│
│
」（『
文
学
評
論
』
第
三
巻
第
四
号
、
一
九
三
六
・
四
・
一
）。

21

池
田
幸
子
「
最
後
の
日
の
魯
迅
」（『
文
芸
』
第
四
巻
第
十
二
号
、
一
九
三
六
・
十
二
・
一
）。
中
国
語
版
は
『
作
家
（
上
海
）』
第
二
巻
第
二
号

（
一
九
三
六
・
十
一
・
十
五
）
に
掲
載
。

22

前
掲
「
魯
迅
と
私
」。

23

魯
迅
『
魯
迅
全
集
』
第
十
四
巻
（
人
民
文
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
・
十
一
）。

24

前
掲
「
最
後
の
日
の
魯
迅
」。

25

前
掲
「
魯
迅
と
私
」。

26

前
掲
「
魯
迅
と
私
」。

27

手
紙
の
末
尾
に
池
田
幸
子
の
挨
拶
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
略
す
。

28
『
大
魯
迅
全
集
』
に
収
録
し
た
題
目
は
「
失
は
れ
た
好
い
地
獄
」、「
聡
明
な
人
と
馬
鹿
と
奴
僕
」、「
犬
の
駁
詰
」
で
あ
り
、『
改
造
』
所
載
の
題

目
は
「
失
は
れ
た
好
き
地
獄
」、「
聡
明
な
人
と
馬
鹿
と
奴
僕
」、「
犬
の
反
駁
」
で
あ
る
。

29

こ
の
四
篇
は
「
魯
迅
和
我
」（『
作
家
（
上
海
）』
第
二
巻
第
二
号
、
一
九
三
六
・
十
一
・
十
五
）、「
魯
迅
的
回
億
」（『
訳
文
』
第
二
巻
第
三
号
、

一
九
三
六
・
十
一
・
十
六
）、「
与
魯
迅
在
一
起
」（『
光
明
（
上
海1936
）』
第
一
巻
第
十
号
、
一
九
三
六
・
十
一
・
二
十
五
、「
魯
迅
和
我
」

（『
現
代
文
選
』
第
一
巻
第
一
号
（
一
九
三
六
・
十
二
・
一
）
で
あ
る
。

30

こ
の
手
稿
は
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
所
蔵
さ
れ
、
全
部
で
十
八
頁
あ
り
、
幾
ら
か
修
正
し
た
所
が
あ
る
。
中
国
語
版
「
魯
迅

改
造
社
版
『
大
魯
迅
全
集
』
の
成
立

九
一



魂
」
は
欧

凡
海
に
翻
訳
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
『
文
芸
生
活
（
桂
林
）』
第
二
巻
第
四
号
（
一
九
四
二
・
六
・
十
五
）、『
文
芸
春
秋
（
上
海

1944

）』
第
二
巻
第
一
号
（
一
九
四
五
・
十
二
・
十
五
）、『
魯
迅
文
芸
月
刊
』
第
一
巻
第
一
号
（
一
九
四
六
・
二
・
二
十
五
）
に
掲
載
。

※
こ
の
度
は
大
橋
先
生
の
御
退
職
を
祝
賀
し
、
博
士
課
程
に
お
け
る
懇
切
丁
寧
な
御
指
導
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
中
国
国
家

社
会
科
学
基
金
一
般
項
目
「
上
海
日
文
報
刊
文
学
資
料
整
理
与
中
日
文
学
関
係
研
究
（1900-1949

）」（23B
W
W
022

）、
上
海
市
哲
学
社
会
科
学
規

劃
課
題
「
徐
家
匯
蔵
書
楼
日
文
文
献
所
見
近
代
中
日
文
学
関
係
研
究
」（2022ZW

Y
005

）、
文
部
科
学
省
国
際
共
同
研
究
加
速
基
金
「
戦
時
下
の
北

京
・
上
海
及
び
周
辺
都
市
に
お
け
る
日
本
語
出
版
物
と
文
芸
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究
」（
代
表
者：

大
橋
毅
彦
）
の
助
成
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

（
ろ

け
い
く
ん
・
上
海
外
国
語
大
学
日
本
文
化
経
済
学
院
副
教
授
）

改
造
社
版
『
大
魯
迅
全
集
』
の
成
立

九
二


